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日 時   2020 年 10 月１7 日（土）10:00～12:00 

場 所   鶴瀬公民館 ホール 

講 師   水口知詩 氏(総合政策部長) 

参 加 者   ２１人（受講者数 1８人） 

 

第三回講座は、第一回市長講座に引き続き「富士見市の街づくり」の

第２弾として、「まちづくりの現状と課題」をテーマに水口総合政策

部長をお迎えして行なわれた。 

当日の進行は 

１ 前回の講義に対する質問  

２ 人口から見る富士見市  

３ 令和 2 年度の取組  

４ 質疑応答 

前回の講義（市長講座）に対する質問の回答の後本題の、人口減少・少子高齢化が進行する中、これに対

応する「人口から見る富士見市」について詳細な分析と課題について講義が行なわれた。 

 

富士見市の総人口の現状は１１万２千人。過去１０年間は増加しており現在も微増を続けている。増加

の原因は鶴瀬西やみずほ台周辺の団地の開発が主な原因。しかし「生まれてくる人数」から「死亡する人

数」を差し引いた「自然増減」は２０１６年以降マイナスになっている。つまり富士見市の人口は減少し

ており団地開発により微増となっている。 

 

 

 

講 師 水口知詩 氏 
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この結果４０年後の富士見市の人口は９万４千人まで減少すると推定される。又構成比も大きく変る。

年少人口、生産人口が減少、反対に老齢人口が増加する。 

人口減少と構成比の変化により市内の経済成長鈍化、子育て施設や小中学校廃校、税収の減少、老人社

会保障費の増加等々様々な影響が想定される。 

こういった現状に対する課題は、９万４千人まで減少すると推定される人口と年少人口の減少に歯止め

を掛ける事にある。 

 

具体的には「人」「暮らし」「まち」について「１０万都市維持」の以下の政策が必要 

 １．人口の確保    ：結婚・出産 支援、健康寿命延伸、住みたい生活環境、 

２．持続可能な街づくり：強い産業と農業基板形成、安心安全なまち 
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【講座のあらまし】（講座説明資料パワーポイント抜粋掲載） 

 

テーマ 富士見市の街づくりの課題と展望 
～人口減少・少子高齢化に対応する富士見市の街づくりの課題と展望～ 

 

１．前回の講義に対する質問 

• １ ふじみ野駅周辺の住民はふじみ野市の施設をかなり使っています。交通を含め

ふじみ野市と共助のお考えは？ 

• ２．東上線西側地域の活用方法が何もない。 

• ３. 高齢化対応の具体策：商店街の活性化 

（身近な商店）、バス等の交通網の整備 
 

２．人口から見る富士見市  
これまで と これから の人口動向 
 

１．現在の人口の状況（R2.9 月現在） 
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２．総人口の推移（各年 1 月 1日現在） 

   富士見市の総人口は過去１０年増加、現在も微増ではあるが増加している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．１０年間の年齢別構成比の推移 

年少人口  14.2% ⇒12.6%(▼1.6%) 

生産人口   67.1% ⇒62.9%(▼4.2%) 

老齢人口   6.3%% ⇒12.6%(+ 4.2%)  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．人口増減（１）： 社会増減の推移は増加した 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴瀬西団地開発 みずほ台開発 
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４．人口増減（２）：自然増減（生まれた人－死亡した人）の推移は２０１６年以降 

増加から減少に逆転し、現状は人口減少。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．総人口の推定： ２０６０年には富士見市の人口は９万４千人と推定される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．年少人口と後期高齢者人口の推移：２０２０年、年少人口より後期高齢者の方が

多くなり２０６０年には後期高齢者の人口

が多くなる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

減少に逆転 
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７．２０６０年の構成割合 

年少人口   12.5% ⇒9.4%(▼3.1%) 

生産人口    63.1% ⇒55.4%(▼7.7%) 

前期高齢者   11.7%% ⇒12.7%(+ 1.0%)  

後期高齢者   12.8%% ⇒22.5%(+ 9.7%)  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 想定される影響 
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９．総人口の推移（推計人口と展望人口） 

１．９万４千人まで減少が推定される人口を１０万台をＫeepしたい。 

２．年少人口減少押さえ１３７７５人を確保したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．今後に向けて 
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３．令和 2 年度の取組 ―令和２年度の実施事業― 

 １．令和 2 年度の取組 （人・その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．令和 2 年度の取組（人・その２） 
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３．令和 2 年度の取組（暮らし・その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．令和 2 年度の取組（暮らし・その２） 
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５．令和 2 年度の取組（仕事・その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．令和 2 年度の取組 （新型コロナウイルス感染症対策 その１） 
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７．令和 2 年度の取組 （新型コロナウイルス感染症対策 その２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．市内共通商品券・市内消費活性化クーポン券について 
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【アンケート集計結果】 

  総参加者     2１人 

         受講生      １８人  

         アンケート回収  １４人（回収率６７%） 
 

Ｑ１．  今回の講座、受講をされて満足をされましたか。 

1. 大いに満足  ７ 

2. 満足     ２ 

3. 普通     ６ 

4. 不満 
 

Q2． 不満と回答された方にお尋ねします。 

（講義内容、運営方法、スタッフの対応） 

  「不満」の回答 無しのため記載なし 

 

Q３． ご不満の内容を具体的に記入ができましたら、お願いいたします。 

   記載なし 

Ｑ４．来期以降の「行政と市民生活」講座について、取り上げてもらいたいテーマが 

ありましたら記入お願いします。 
      

１．市の税金の仕組みと額、他治自体との額比較 
 

Ｑ５． 回答者の所属についてお尋ねします。 

① 女性     ３   ① ５０歳以下   ０ 

② 男性    １０   ② ５０～６０歳  ０ 

         ③ ６１～７０歳  ３ 

           ④ 7１歳以上    ９  
    

Ｑ６ 市民大学に対する要望や「行政と市民生活」に対する提案ご意見を記入下さい 

       1．市長との重複があった 

    2．継続的に講座に参加しているが、「前回講義に対する質問」の回答があったのは

数少ない 

   ３．最近公的機関や放送等の情報発信が行われる際、「年」と「年度」の判別が,理

解しにくい状況にあります。富士見市（埼玉県）において区別はどのようにな

っているか？ 

    ４．市からの情報誌、アルフャベットのみの表記、カタカナ表記が多くなっていま

す。紙面の片隅にでも意味を解説していただけるとありがたい。 

    ５．ありがとうございました。 

    ６．もう少し具体的取組内容を説明してほしかった。 


